
議
会
情
報

第
１
回
鶴
居
村
議
会
定
例
会

　

今
定
例
会
は
３
月
８
日
か
ら
11
日
、
15
日

の
会
期
５
日
間
で
開
か
れ
、
議
案
23
件
、
発

議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案

の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
４
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
鶴
居
村
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
）

議
案
第
５
号　

鶴
居
村
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
議
案
第
６
号　

鶴
居
村
特
定
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
案
第
７
号　

鶴
居
村
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
９
〜
10
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

令
和
３
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
14
号
〜
19
号　

令
和
３
年
度
鶴
居
村

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
20
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
21
号
〜
26
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

発
議
案
第
１
号　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

発
議
案
第
２
号　

燃
油
価
格
安
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
案
第
３
号　

地
域
に
お
け
る
医
療
提
供

体
制
へ
の
十
分
な
支
援
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

発
議
案
第
４
号　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
対
す
る
決
議
に
つ
い

て
●
問
合
せ
先　

鶴
居
村
議
会
事
務
局　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
５
１
１

採
用
情
報

令
和
５
年
度
釧
路
管
内
町
村
職
員

採
用
資
格
試
験
（
大
学
卒
）

●
受
付
期
間　

令
和
４
年
４
月
15
日
（
金
）

か
ら
同
年
６
月
３
日
（
金
）
ま
で

　
（
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
６
月
３
日
付
け

の
消
印
ま
で
受
け
付
け
）

●
第
１
次
試
験
日　

令
和
４
年
７
月
10
日
（
日
）

●
試
験
会
場　

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
予
定

●
受
験
資
格　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表　

令
和
４
年
８
月

８
日
（
月
）

●
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
試
験
日
程
や
試
験
場
所
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

釧
路
町
村
会

☎
０
１
５
４

－

43

－

０
６
４
９

注　
　

意

山
菜
取
り
に
よ
る
事
故
の
防
止

　

４
月
に
入
る
と
山
菜
を
求
め
て
入
山
す
る

方
が
増
え
、
山
で
道
に
迷
っ
た
り
、
沢
に
転

落
す
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
ま
す
。
入
山

す
る
際
は
な
る
べ
く
複
数
で
、
家
族
に
行
き

先
を
伝
え
る
、
目
立
つ
色
の
服
を
着
用
す
る

他
、
携
帯
電
話
を
所
持
し
、
自
分
の
体
力
や

天
候
等
に
合
わ
せ
た
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

●
問
合
せ
先

　

釧
路
警
察
署　

☎
23

－

０
１
１
０

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

春
か
ら
初
夏
に
む
け
て
カ
ラ
ス
の
巣
作
り

が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で
は
電
柱
に
も
巣

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
巣
の
材
料
に
は
、
ハ
ン

ガ
ー
や
針
金
な
ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
金
属
が
電
線
に
触
れ
る
と
停

電
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
株
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（
株
）
釧
路
支
店

☎
０
１
２
０

－

06

－

０
６
６
９

人
事
異
動

役
場
人
事
異
動

《
４
月
１
日
付
》（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）

【
総
務
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
情
報
推
進
係
長

（
併
任
）選
挙
管
理
委
員
会
書
記　

新
木
康
司

（
課
長
補
佐
兼
情
報
推
進
係
長（
併
任
）選
挙

管
理
委
員
会
書
記
）

▽
総
務
係
主
査
兼
情
報
推
進
係（
併
任
）選
挙

管
理
委
員
会
書
記　

佐
々
木
大
喜（
住
民
生

活
課
保
険
年
金
係
主
査
兼
税
務
係
）

▽
情
報
推
進
係
兼
管
財
係（
併
任
）選
挙
管
理

委
員
会
書
記　

長
岡
翼（
新
規
採
用
）

【
企
画
財
政
課
】

▽
む
ら
づ
く
り
推
進
係
主
査
兼
企
画
調
整
係

兼
財
政
係　

西
村
豪
祐（
北
海
道
研
修
派
遣
）

▽
企
画
調
整
係　

堀
尾
郁
希（
企
画
調
整
係

兼
む
ら
づ
く
り
推
進
係
）

【
住
民
生
活
課
】

▽
課
長　

高
岡
健
一
郎（
課
長
兼
保
険
年
金

係
長
）

▽
保
険
年
金
係
長　

松
井
香
奈
子（
総
務
課

総
務
係
長（
併
任
）選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

【
保
健
福
祉
課
】

▽
健
康
推
進
係　

松
本
健
太
郎（
村
立
鶴
居

令和４年４月号　16

みんなの掲示板
人口の動き（前月比）
※令和４年２月末時点
　総人口　　　　　　2,488人（＋7）
　　男性　　　　　　1,248人（＋4）
　　女性　　　　　　1,240人（＋3）
　　うち外国人人口　　 34人（±0）
　世帯数　　　　　1,195世帯（±0）

死亡事故ゼロの日
　2,300日（２月末時点）

お誕生おめでとう！（２月届出分）
岩
いわ

井
い

悠
ゆう

莉
り

ちゃん 女の子 鶴居市街
関
せき

根
ね

咲
さく

和
と

くん  男の子 下幌呂



診
療
所
庶
務
係
）

【
産
業
振
興
課
】

▽
参
事　

澤
井
亨
欣（
北
海
道
よ
り
派
遣
）

▽
林
政
係
長　

黒
崎
浩
史（
環
境
省
北
海
道

地
方
環
境
事
務
所
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
出

向
か
ら
復
帰
）

▽
商
工
観
光
係　

小
玉
聖
亜
斗（
新
規
採
用
）

【
教
育
委
員
会
管
理
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係　

清
野
玲
子（
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長
）

▽
総
務
係
兼
学
校
教
育
係
兼
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
兼
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
係　

菊

池
優
斗（
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
係
兼
社
会

教
育
課
社
会
教
育
係
兼
管
理
課
総
務
係
）

【
出
向
・
派
遣
】

▽
鶴
居
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣　

松
尾
昭

夫（
産
業
振
興
課
林
政
係
長
）

▽
環
境
省
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
釧
路
自

然
環
境
事
務
所
出
向　

古
川
徹（
総
務
課
情

報
推
進
係
兼
管
財
係
）

【
退
職
】

瀨
川
敏
明（
村
立
鶴
居
診
療
所
長
）

川
島
泰
文（
鶴
居
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

（
事
務
局
長
））

【
再
任
用
】

▽
総
務
課
主
任
専
門
員　

川
村
公
基（
新
規
）

▽
建
設
課
主
任
専
門
員　

山
本
晴
義（
継
続
）

　

教
職
員
等
人
事

《
転
任
・
退
任
》　
（　

）
内
は
新
任
校

【
鶴
居
小
学
校
】

鈴
木
京
典
教
諭
（
標
茶
町
立
標
茶
小
学
校
）

稲
村
怜
奈
教
諭
（
浜
中
町
立
茶
内
小
学
校
）

中
野
彩
加
栄
養
教
諭
（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈

中
学
校
）

門
馬
由
香
期
限
付
教
諭
（
釧
路
市
立
昭
和
小

学
校
）

【
幌
呂
小
学
校
】

水
澤
好
克
校
長
（
標
茶
町
立
虹
別
中
学
校
）

佐
久
間
研
教
頭
（
鶴
居
村
立
幌
呂
小
学
校
）

【
下
幌
呂
小
学
校
】

土
居
慎
也
校
長
（
釧
路
市
立
桜
が
丘
小
学
校
）

石
川
良
和
教
諭
（
鶴
居
村
立
幌
呂
小
学
校
）

明
見
英
里
香
教
諭
（
釧
路
市
立
芦
野
小
学
校
）

谷
口
雅
美
教
諭
（
鶴
居
村
立
鶴
居
小
学
校
）

【
鶴
居
中
学
校
】

小
杉
山
有
生
教
諭
（
標
茶
町
立
虹
別
中
学
校
）

工
藤
愛
弥
期
限
付
教
諭
（
網
走
市
立
第
四
中

学
校
）

鈴
木
加
奈
事
務
職
員
（
育
休
等
）

【
幌
呂
中
学
校
】

千
田
充
教
頭
（
標
茶
町
立
中
茶
安
別
中
学
校
）

永
田
美
和
教
諭
（
釧
路
市
立
青
陵
中
学
校
）

木
ノ
内
賢
治
教
諭
（
釧
路
市
立
幣
舞
中
学
校
）

村
山
惠
子
養
護
教
諭
（
任
期
満
了
）

野
澤
弘
平
事
務
職
員
（
厚
岸
町
立
太
田
小
学

校
）

《
着
任
》　
（　

）
内
は
前
任
校

【
鶴
居
小
学
校
】

谷
口
雅
美
教
諭
（
鶴
居
村
立
下
幌
呂
小
学
校
）

吉
田
笑
利
期
限
付
栄
養
教
諭
（
千
歳
市
立
信

濃
小
学
校
）

駒
谷
朋
美
期
限
付
教
諭
（
釧
路
町
立
遠
矢
小

学
校
）

【
幌
呂
小
学
校
】

佐
久
間
研
校
長
（
鶴
居
村
立
幌
呂
小
学
校
）

櫻
井
順
教
頭
（
釧
路
市
立
鶴
野
小
学
校
）

石
川
良
和
教
諭
（
鶴
居
村
立
下
幌
呂
小
学
校
）

【
下
幌
呂
小
学
校
】

長
谷
川
順
子
校
長
（
釧
路
教
育
局
）

柿
沼
香
緒
里
教
諭
（
釧
路
町
立
知
方
学
小
学

校
）

石
井
桃
子
教
諭
（
厚
岸
町
立
太
田
小
学
校
）

石
川
朋
弘
教
諭
（
釧
路
市
立
東
雲
小
学
校
）

大
島
健
教
諭
（
標
茶
町
立
沼
幌
小
学
校
）

柴
田
悠
二
教
諭
（
弟
子
屈
町
立
川
湯
小
学
校
）

【
鶴
居
中
学
校
】

大
八
木
数
馬
期
限
付
教
諭
（
新
採
用
）

板
久
美
子
期
限
付
事
務
職
員
（
新
採
用
）

【
幌
呂
中
学
校
】

島
田
桂
子
教
頭
（
釧
路
市
立
景
雲
中
学
校
）

　

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合　
　
　
　
　
　

　

鶴
居
消
防
署
職
員
人
事

【
昇
格
・
異
動
】（　

）
内
は
異
動
前
の
課

名
・
職
名

▽
鶴
居
消
防
署
長（
兼
）警
防
管
理
課
長　

加

藤
博
由（
警
防
管
理
課
長
）

▽
消
防
司
令　

予
防
救
急
課
長
補
佐（
兼
）救

急
救
助
係
長　

池
邉
智
史（
消
防
司
令
補

予
防
救
急
課
救
急
救
助
係
長
）

▽
消
防
司
令
補　

警
防
管
理
課
警
防
係
主
査

　

石
井
圭（
消
防
士
長　

警
防
管
理
課
警
防

係
主
任
）

▽
警
防
管
理
課
総
務
係　

渋
谷
瑛
一（
警
防

管
理
課
警
防
係
）

▽
消
防
士　

予
防
救
急
課
予
防
広
報
係　

金

岩
鷹
哉（
新
採
用
）

【
退
職
】

▽
川
村
公
基（
鶴
居
消
防
署
長
）

「
村
長
へ
の
手
紙
」
の
回
答
に
つ
い
て

手
紙
の
内
容

　

牛
乳
が
余
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
発

展
途
上
国
や
戦
争
で
子
供
た
ち
が
食
べ
物

に
困
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
所
に
、
チ
ー

ズ
・
バ
タ
ー
・
ミ
ル
ク
を
色
々
な
形
で
届

け
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

村
の
回
答

　

村
で
は
、
昨
年
12
月
に
低
迷
す
る
牛
乳

消
費
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
全
村
民
に
牛

乳
・
乳
製
品
購
入
券
を
配
布
し
、
そ
の
利

用
率
が
90
％
を
超
え
る
実
績
と
な
る
な
ど
、

村
民
皆
様
の
積
極
的
な
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
飲
用
牛
乳
の
消
費
や

脱
脂
粉
乳
な
ど
の
加
工
品
の
余
剰
状
況
に

つ
い
て
は
、
現
在
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
、
生
産
者
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
は

脱
脂
粉
乳
な
ど
の
加
工
品
に
つ
い
て
農
業

用
飼
料
へ
の
転
換
促
進
に
加
え
、
海
外
へ

の
輸
出
な
ど
で
在
庫
の
削
減
を
図
る
動
き

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
と
し
て
も
農
協
や
関
係
団
体
な
ど

と
情
報
共
有
し
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

17　令和４年４月号

 凍原社３月句（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

三
月
や
潦
ま
で
光
り
だ
す

三
月
や
賑
わ
い
を
り
ぬ
写
真
館

三
月
の
そ
そ
ぐ
日
差
し
に
ま
ぶ
た
と
じ

三
月
の
墨
絵
の
森
に
雪
白
し

三
月
や
空
の
重
さ
も
治
ま
り
ぬ

見
え
ず
と
も
見
守
ら
れ
早
や
三
月
来

雛
祭
終
え
て
背
に
受
く
陽
の
強
さ


